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図1　狩野常信筆「吉野図屛風」（徳川美術館蔵）
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図2　狩野常信筆「富嶽清見寺図屛風」（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）
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図1　印花人物文阿蘭陀焼手付水指　徳川美術館所蔵
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緒　
　
　

言

一　

狩
野
常
信
筆
「
吉
野
図
屏
風
」
に
つ
い
て

二　

常
信
の
画
業
に
お
け
る
「
吉
野
図
屏
風
」

三　

名
所
絵
に
お
け
る
「
吉
野
図
屏
風
」
の
特
異
性

　

結　
　
　

語

緒　
　
　

言

室
町
時
代
以
来
の
狩
野
派
の
絵
画
様
式
を
一
変
さ
せ
、
新
時
代
の
到
来
に
適
応
し
た

狩
野
探
幽（
一
六
〇
二
〜
七
四
）が
率
い
た
江
戸
の
狩
野
派
に
は
、
実
力
の
あ
る
絵
師
が

多
く
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
探
幽
周
辺
の
絵
師
は
探
幽
の
陰
に
隠
れ
、
評

価
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
特
に
再
評
価
が
俟
た
れ
る
一
人
が
、
江

戸
城
や
京
都
御
所
の
障
壁
画
を
手
が
け
る
な
ど
、
幕
府
の
重
要
な
仕
事
を
次
々
と
こ

な
し
、
晩
年
に
は
江
戸
狩
野
派
を
率
い
た
探
幽
の
甥
に
あ
た
る
狩
野
常
信（
一
六
三
六
〜

一
七
一
三
）で
あ
ろ
う
。
本
格
的
な
常
信
研
究
は
松
嶋
雅
人
氏
に
よ
る
様
式
研
究
を
嚆
矢

と
し
、
そ
の
後
は
諸
氏
に
よ
っ
て
先
学
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
画
業
は
解
明
さ
れ
て
い

な
い
。
研
究
を
困
難
に
し
て
い
る
の
が
、
作
品
編
年
の
難
し
さ
で
あ
り
、
常
信
様
式
の

成
立
時
期
さ
え
も
判
然
と
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
作
品
紹
介
な
ど
で
も
、
描
か
れ
た

時
期
に
関
す
る
具
体
的
な
指
摘
が
な
い
場
合
も
多
く
、
常
信
研
究
停
滞
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
常
信
筆
「
吉
野
図
屏
風
」（
徳
川
美
術
館
蔵
、
以
下
「
本
屏

風
」
と
略
称
す
る
。）（
図
1
）を
中
心
に
、
常
信
の
画
業
を
再
考
し
、
特
に
そ
の
様
式
の
成

立
に
つ
い
て
試
論
を
提
示
し
た
い
。

一　

狩
野
常
信
筆
「
吉
野
図
屛
風
」
に
つ
い
て

狩
野
常
信
に
つ
い
て

狩
野
常
信
は
、
探
幽
の
弟
で
木
挽
町（
当
時
は
竹
川
町
）狩
野
家
初
代
尚
信（
一
六
〇
七

〜
五
〇
）の
長
男
と
し
て
寛
永
十
三
年（
一
六
三
六
）京
に
生
ま
れ
る
。
通
称
は
右
近
、
号

は
養
朴
・
古
川
叟
・
青
白
斎
・
塞
雲
子
な
ど
が
あ
る
。
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）四
月
、

尚
信
の
死
に
伴
い
十
五
歳
で
家
を
継
ぎ
、
同
年
十
二
月
に
は
三
代
将
軍
家
光
に
拝
し
、

（
1
）



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

二
四

以
後
幕
府
御
抱
の
絵
師
と
し
て
画
事
に
携
わ
っ
て
い
く
。
承
応
二
年（
一
六
五
三
）に
焼

失
し
た
京
都
御
所
の
再
造
営
で
の
画
事
に
携
わ
っ
た
の
を
機
に
、
三
度
も
御
所
造
営
に

加
わ
り
、
特
に
宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）の
造
営
で
は
最
も
格
式
の
高
い
紫
宸
殿
の
賢
聖

障
子
絵
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
暦
元
年（
一
六
五
五
）以
降
は
通
信
使
派
遣
の
返

礼
と
し
て
幕
府
が
朝
鮮
国
王
へ
贈
っ
た
屏
風
、
万
治
二
年（
一
六
五
九
）に
は
江
戸
城
本

丸
御
殿
の
障
壁
画
に
も
彩
管
を
揮
う
。
し
か
し
、
中
年
期
の
記
録
は
乏
し
く
、
法
眼
に

叙
さ
れ
た
の
は
宝
永
元
年
、
法
印
は
同
六
年
と
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
探
幽
歿
後
に
狩
野
派
の
主
導
権
が
宗
家
の
中
橋
狩
野
家
に
移
り
、
常
信
の
地
位
が

向
上
し
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
最
晩
年
に
は
、
宝
永
七
年
の
紅
葉
山
御

霊
屋
の
障
壁
画
や
琉
球
中
山
王
へ
の
贈
呈
画
を
描
く
な
ど
重
要
な
画
事
に
携
わ
り
、
正

徳
三
年（
一
七
一
三
）七
十
八
歳
で
生
涯
を
閉
じ
、
池
上
本
門
寺
に
葬
ら
れ
た
。
叔
父
狩

野
安
信
の
娘
を
妻
と
し
、
常
信
の
跡
は
長
子
の
周
信
が
継
い
で
い
る
。
次
男
の
岑
信
は

別
家
浜
町
狩
野
家
を
興
し
、
後
に
奥
絵
師
の
一
角
と
な
る
家
で
明
治
維
新
を
む
か
え
る

ま
で
栄
え
た
。

常
信
の
現
存
作
例
は
画
題
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
大
画
面
の
名
所

絵
は
珍
し
い
。
本
屏
風
は
尾
張
徳
川
家
伝
来
の
紙
本
淡
彩
の
二
曲
一
双
屏
風
で
、
満
開

の
桜
と
毛
氈
を
敷
き
花
見
に
興
じ
る
家
族
や
鍬
を
担
ぐ
農
夫
、
刀
を
差
し
た
武
士
な
ど

が
行
交
う
山
峡
の
春
景
が
描
か
れ
る
。
画
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
な
だ
ら
か
な

山
並
や
渓
流
、
桜
か
ら
大
和
の
吉
野
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
き
た
。
次
に
伝
来
を
確
認
し

て
お
こ
う
。

本
屏
風
の
伝
来

ま
ず
現
状
の
表
具
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
と
、
法
量
が
各
隻
縦
一
六
二
・
五
糎
、
横

一
六
八
・
四
糎
、
表
具
が
大
縁
・
茶
地
蜀
江
文
繋
金
襴
、
小
縁
・
浅
葱
地
唐
華
文
銀

襴
、
黒
塗
の
縁
に
は
金
鍍
金
魚
子
地
鉄
線
唐
花
文
飾
金
具
と
六
弁
花
形
の
鋲
が
打
た

れ
、
屏
風
の
裏
面
は
金
箔
押
地
で
あ
る
。
本
屏
風
の
伝
来
に
つ
い
て
は
尾
張
徳
川
家
の

蔵
帳
の
う
ち
、「
東
京
廻 

御
側
御
道
具
類
一
巻
」（
什
器
旧
原
簿
二
十
号
、
徳
川
美
術
館
蔵
）

に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
蔵
帳
は
、
内
表
紙
に
「
明
治
二
年
巳
八
月　

御
手
鑑　

御
巻

物　

雑
図
類　

書
抜　

御
道
具
懸　

江
戸
表
の
御
道
具
番
立
改
懸
之
分
」
と
あ
る
よ
う

に
、
藩
主
が
江
戸
で
用
い
た
「
御
側
御
道
具
」
を
記
し
て
お
り
、
本
屏
風
の
記
述
に
つ

い
て
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

八
十
番

　

文
政
五
年
十
一
月

　

中
将
様
御
引
移
之
節
為
御
持

天
廿
四　

一
弐
枚
折
御
屏
風　
吉
野
之
絵　
　
　
　
　
　

壱常
信
筆
双　

無
（
朱
書
）疵　

　
「
納（朱
書
）判四
千
番
ニ
組
入
」

　
　
　
　

高
五
尺
九
寸
五
分
巾
三
尺
五
分

　
　
　
　

裏
張
惣
金
地
縁
黒
塗
銕
物
金
減
金
墨
指
唐
草

　
　
　
　

模
様
鋲
同
断
唐
花
蜀
江
錦
茶
地
金
入
切
小
縁
浅
葱

　
　
　
　

金
入
切

こ
の
「
弐
枚
折
御
屏
風　

吉
野
之
絵
」
が
、
本
屏
風
と
表
具
、
裏
の
総
金
地
ま
で
一

致
す
る
こ
と
か
ら
同
一
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な
い
。「
中
将
様
御
引
移
之
節
為
御
持
」

の
「
中
将
」
と
は
、
尾
張
徳
川
家
当
主
が
藩
主
に
な
る
以
前
に
叙
任
さ
れ
た
官
職
で
あ

る
が
、
文
政
五
年（
一
八
二
二
）の
「
引
移
」
と
あ
る
の
で
、
同
年
の
六
月
に
尾
張
徳
川

家
十
代
斉
朝
の
養
子
と
な
り
、
十
一
月
に
尾
張
徳
川
家
の
江
戸
の
市
ヶ
谷
屋
敷
に
移
っ

た
十
一
代
将
軍
家
斉
の
十
九
男
・
直
七
郎（
の
ち
の
尾
張
徳
川
家
十
一
代
斉
温
・
一
八
一
九

（
2
）



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

二
五

〜
三
九
）を
指
す
と
わ
か
る
。「
引
移
」
と
は
養
子
入
や
婚
礼
な
ど
大
名
や
そ
の
子
女
な

ど
が
居
住
を
移
す
際
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
言
辞
で
あ
り
、
本
屏
風
は
こ
の
引
移
で
持

ち
込
ま
れ
た
道
具
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
尾
張
徳
川
家
に
四
歳
で
入
っ
た
斉
温

は
、
同
十
年
に
家
督
相
続
し
た
も
の
の
、
僅
か
二
十
一
歳
で
歿
し
た
た
め
生
涯
で
尾
張

の
地
を
踏
む
こ
と
な
く
、
政
治
も
重
臣
ら
に
任
せ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
幼
少
期
の
資
料

と
し
て
は
斉
温
七
歳
の
節
句
の
飾
り
を
記
録
し
た
「
徳
川
直
七
郎
節
句
旗
飾
図
」
や
、

同
じ
く
七
歳
の
宮
参
り
の
図
「
徳
川
直
七
郎
宮
参
り
行
列
図
」（
共
に
徳
川
美
術
館
蔵
）が

伝
わ
る
。
斉
温
の
引
移
に
係
る
道
具
で
は
、
本
屏
風
の
他
に
引
移
の
際
に
家
斉
か
ら
下

賜
さ
れ
た
「
太
刀　

銘 

吉
房
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）が
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。
本
屏
風
の

伝
来
を
裏
付
け
る
記
事
が
、
木
挽
町
家
九
代
狩
野
晴
川
院
養
信（
一
七
九
六
〜
一
八
四
六
）

の
『
公
用
日
記
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）の
同
年
十
月
十
九
日
条
に
み
い
だ
せ
る
。

　

一
直
七
郎
殿
御
引
移
御
持
ニ
相
成
候
弐
枚
折
御
屏
風
御
繕
出
来

　
　

御
有
来
リ
之
御
品

　
　

弐
枚
折
御
屏
風　
吉
野
詣
之

砂
子
泥
引　
　
　
　
　

養
朴
筆

右
御
繕
之
儀
御
同
朋
頭
丹
阿
弥
ヨ
リ
先
日
中
法
印
へ
掛
合
有
之

去
ル
十
六
日
宅
へ
相
廻
ル
則
□
ツ
ゝ
繕
出
来
今
日
取
ニ

来
ル
出
来
差
こ
し

十
月
十
六
日
、
将
軍
家
か
ら
同
朋
頭
を
通
じ
て
養
信
の
元
に
届
け
ら
れ
た
本
屏
風

は
、
補
修
さ
れ
た
の
ち
十
九
日
に
将
軍
家
へ
戻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
に
よ
れ
ば
、

斉
温
の
引
移
道
具
と
し
て
養
信
が
三
幅
対
「
中
太
公
望 

左
白
鷹 

右
鷹
」
を
揮
毫
し

て
い
た
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。
同
じ
家
斉
の
息
子
で
、
蜂
須
賀
家
に
養
子
入
り
し
た

二
十
二
男
斉
祐（
松
菊
）、
川
越
藩
松
平
家
に
養
子
入
し
た
二
十
五
男
斉
省（
紀
五
郎
）の

引
移
道
具
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
幅
対
・
二
幅
対
・
横
物
・
屏
風
二
双
が
、
狩
野
家
・
住

吉
家
・
板
谷
家
の
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
新
た
に
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
斉
温
の

際
も
同
様
に
引
移
道
具
が
用
意
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
「
中
太
公
望 

左
白
鷹 

右

鷹
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
斉
温
の
引
移
で
は
江
戸
前
期
の
本
屏
風
も
共
に
持
ち
込
ま

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
興
味
深
い
の
は
、
本
屏
風
の
裏
を
総
金
地
と
す
る
形
式

で
あ
る
。
先
述
の
通
り
「
引
移
」
に
は
婚
礼
も
含
ま
れ
、
婚
礼
調
度
の
屏
風
に
は
裏
に

画
を
貼
り
付
け
た
両
面
屏
風
も
多
い
。
特
に
家
斉
の
十
八
女
で
鍋
島
直
正
に
嫁
い
だ
盛

姫
の
婚
礼
調
度
「
四
季
耕
作
図
屏
風
」
の
裏
面
に
金
地
墨
画
「
波
濤
図
屏
風
」（
現
在
は

別
々
に
表
装
、
共
に
東
京
・
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）が
貼
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
総
金
地

に
墨
画
と
い
う
形
式
が
あ
る
。
本
屏
風
の
裏
面
に
は
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
ハ
レ

の
道
具
と
し
て
裏
に
金
を
押
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

画
題
と
形
態

古
来
、
吉
野
は
仙
郷
と
考
え
ら
れ
、
役
行
者
を
開
祖
と
す
る
修
験
の
霊
場
で
も
あ
っ

た
。
や
が
て
、
桜
の
名
所
と
し
て
思
慕
と
哀
惜
の
念
か
ら
和
歌
に
詠
ま
れ
、
中
世
以
降

は
名
所
絵
を
代
表
す
る
地
と
し
て
描
き
継
が
れ
る
。
吉
野
図
は
花
見
に
集
う
人
々
に
主

眼
を
置
く
画
と
、
人
物
な
ど
の
風
俗
要
素
よ
り
も
桜
の
咲
き
誇
る
景
観
に
主
眼
を
置
く

画
に
大
別
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
狩
野
派
で
は
後
者
、
特
に
自
然
景
物
の
み
を
描
く
吉

野
図
が
多
く
、
常
信
筆
「
吉
野
龍
田
図
屏
風
」（
岩
手
・
一
関
市
博
物
館
蔵
）が
現
存
す
る

よ
う
に
、
龍
田
川
図
と
対
で
描
か
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

さ
て
、
文
政
五
年
の
時
点
で
吉
野
詣
図
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
本
屏
風
で
あ
る
が
、

具
体
的
に
吉
野
の
何
処
を
描
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。
右
隻
の
三
社
は
勝
手
神
社
と

も
い
わ
れ
る
が
、
簡
素
な
門
と
朱
塗
の
斎
垣
に
囲
ま
れ
る
図
様
は
他
の
吉
野
図
に
認
め

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
左
隻
の
堂
や
中
央
を
流
れ
る
川
な
ど
の
位
置
関
係
も
、
吉
野
の
実

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

二
六

で
引
手
を
残
さ
ず
改
装
し
た
こ
と
な
ど
が

想
定
で
き
る
。
た
だ
し
、
前
者
の
場
合
、

本
屏
風
は
一
扇
の
横
が
八
四
・
二
糎
も
あ

り
、
六
扇
で
計
算
す
る
と
計
五
〇
〇
糎
を

超
え
る
。
江
戸
狩
野
派
の
名
所
絵
で
こ
れ

だ
け
の
大
型
屏
風
は
管
見
の
限
り
他
に
例

が
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
本
屏
風
は
緑
青

の
褪
色
が
進
み
、
画
面
に
は
欠
損
と
補
修

さ
れ
た
部
分
が
多
い
が
、
常
に
光
と
空
気

に
曝
さ
れ
る
襖
と
し
て
は
、
状
態
は
良
好

で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
文
政
五
年
の
時
点
で
す
で
に
二
曲
屏
風

景
や
例
え
ば
正
徳
三
年（
一
七
一
三
）貝
原
篤
信
の
『
和
州
吉
野
山
勝
景
図
』
と
も
一
致

し
な
い
。
と
は
い
え
、
本
屏
風
が
特
定
の
地
域
を
対
象
と
し
な
い
、
桜
の
花
見
に
主
眼

を
置
い
た
風
俗
画
と
み
る
の
も
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
近
世
初
期
風
俗
画
の
隆
盛
に
大
き

く
寄
与
し
た
狩
野
派
で
あ
っ
た
が
、
元
和
偃
武
以
後
、
世
情
の
安
定
を
第
一
に
求
め
た

幕
府
の
た
め
に
描
い
た
の
は
、
時
世
の
移
り
行
く
変
化
を
捉
え
る
風
俗
画
で
は
な
く
、

毎
年
反
復
さ
れ
る
歳
時
に
主
眼
を
置
い
た
名
所
絵
な
ど
の
景
物
画
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
む
ろ
ん
、
風
俗
画
が
卑
近
な
時
世
・
悪
所
を
題
材
と
し
て
い
く
こ
と
も
狩
野
派
が

風
俗
画
を
避
け
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
本
屏
風
の
人
物
に
は
特
徴
的
な
仕
種
は
な

く
、
感
情
も
表
出
せ
ず
に
淡
々
と
描
か
れ
て
い
る
。
人
物
へ
の
強
い
関
心
は
窺
え
ず
、

社
な
ど
を
描
く
こ
と
か
ら
も
何
れ
か
の
景
観
を
再
現
し
た
名
所
絵
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
で
名
所
絵
の
要
件
を
見
直
せ
ば
、
名
所
絵
と
は
そ
の
名
所
の
持
つ
風
趣
を
捉

え
る
こ
と
が
肝
要
で
、
必
ず
し
も
実
景
に
則
す
必
要
は
な
い
が
、
画
中
に
は
名
所
の
標

識
と
な
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
必
要
と
さ
れ
た
。
吉
野
で
あ
れ
ば
、
仁
王
門
、
蔵
王
堂
や

勝
手
神
社
な
ど
の
あ
る
べ
き
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
本
屏
風
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

興
味
深
い
の
が
屏
風
の
形
態
で
あ
る
。

左
右
隻
間
で
水
流
・
道
・
土
坡
が
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
金
雲
幅
の
落
差
も
激
し
い
。

ま
た
、
右
隻
右
端
の
桜
樹
の
枝
や
花
弁
は
途
中
で
切
ら
れ
、
点
苔
の
つ
い
た
樹
木
の
輪

郭
線
が
わ
ず
か
に
確
認
で
き
、
左
隻
で
も
左
端
に
塀
が
不
自
然
に
少
し
だ
け
残
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
右
隻
一
扇
目
の
上
部
に
は
、
桜
の
花
弁
が
描
か
れ
て
い
た
が
、
上
か
ら

金
で
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る（
挿
図
1
）。
つ
ま
り
、
現
状
の
画
面
は
切
り
詰
め
ら
れ
、
そ

の
際
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
失
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
消
え
る
ほ
ど
の
切
り
詰
め
で
あ
れ
ば
形
態
の
改
装
が
考
え
ら
れ
る

が
、
本
屏
風
に
は
改
装
痕
が
見
当
た
ら
な
い
。
改
装
痕
が
残
ら
な
い
場
合
を
考
え
れ
ば
、

例
え
ば
も
と
六
曲
屏
風
の
内
の
四
扇
分
が
残
っ
た
こ
と
や
、
横
一
四
〇
糎
程
度
の
襖
絵

（
7
）

（
8
）

（
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）

（
10
）

挿図1　本屛風　右隻部分

で
あ
り
、
さ
ら
に
早
い
段
階
か
ら
改
装
、
あ
る
い
は
ま
く
り
の
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

次
に
、
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
た
と
な
れ
ば
、
両
端
に
記
さ
れ
た
落
款
「
常
信
」「
養

朴
」（
朱
文
方
印
）（
挿
図
2
）が
問
題
と
な
る
。「
常
信
」
の
書
風
は
鋭
く
減
り
張
り
の
あ
る

謹
直
な
筆
が
特
徴
だ
が
、
本
屏
風
の
特
に
右
隻
の
款
記
は
線
が
緩
く
、
力
強
さ
が
全
く

な
い
。
ま
た
通
常
「
常
」
の
字
の
内
、「
巾
」
の
二
画
目
の
縦
棒
に
重
心
を
置
く
よ
う

に
し
っ
か
り
と
書
き
、
撥
ね
の
最
後
ま
で
力
強
く
墨
線
を
引
く
が
、
本
屏
風
の
落
款
に

は
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
な
く
、「
巾
」
の
一
画
目
の
縦
棒
を
外
に
撥
ね
る
な
ど
他
に
例

の
な
い
書
風
で
あ
る
。
左
隻
の
印
は
肉
眼
で
僅
か
に
み
え
る
部
分
か
ら
「
養
朴
」（
朱
文

方
印
）と
わ
か
る
が
、
画
像
を
処
理
し
て
浮
か
ぶ
字
形（
挿
図
3
）は
、
基
準
印
と
比
べ
て

か
な
り
歪
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
例
え
ば
「
朴
」
の
「
木
」
の
上
部
は
「
山
」
形

に
な
り
、
基
準
印
で
は
三
本
の
縦
棒
の
間
の
余
白
は
均
等
で
あ
る
が
、
本
印
影
で
は
右



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

二
七

の
余
白
が
大
き
く
、
左
が
小
さ
い
な
ど
歪
で
あ
る
。
画
面
の
切
り
詰
め
に
よ
っ
て
落
款

が
落
ち
た
作
例
や
元
々
落
款
が
な
い
作
例
に
、
伝
承
あ
る
い
は
後
世
の
鑑
定
に
従
っ
て

落
款
を
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
本
屏
風
で
も
後
落
款
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
べ

き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
如
く
、
本
屏
風
が
描
か
れ
た
当
初
か
ら
現
状
と
同
じ
形
態
で
あ
っ
た
と
す
る

に
は
、
解
決
す
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
る
。
次
に
常
信
様
式
を
確
認
し
、
絵
画
様
式
か
ら

本
屏
風
の
作
者
を
再
考
し
た
い
。

二　

常
信
の
画
業
に
お
け
る
「
吉
野
図
屛
風
」

常
信
様
式
に
つ
い
て

常
信
様
式
は
、
他
の
江
戸
狩
野
派
、
特
に
探
幽
の
絵
画
様
式
に
比
べ
て
、
①
「
繊

細
」「
装
飾
」、
②
合
理
的
な
空
間
、
③
線
描
に
よ
る
形
態
把
握
と
い
う
三
つ
の
特
徴
が

挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
①
で
は
「
瀟
洒
淡
白
」
と
い
わ
れ
る
探
幽
様
式
の
装
飾
化
、
繊
細

化
と
解
説
さ
れ
て
き
た
。
抽
象
的
な
言
辞
で
あ
る
が
、
常
信
の
細
や
か
な
描
写
や
軽
み

の
あ
る
彩
色
は
、「
繊
細
」
と
い
う
表
現
が
適
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
②
は
各
モ
チ
ー

フ
の
連
結
を
図
り
、
奥
行
き
な
ど
の
空
間
を
意
識
し
た
合
理
的
空
間
構
成
で
あ
る
。
③

（
11
）

（
12
）

（
13
）

は
モ
チ
ー
フ
に
丁
寧
に
輪
郭
線
を
施
し
て
形
態
を
線
描
で
把
握
す
る
表
現
で
あ
る
。
形

態
把
握
の
た
め
の
無
関
係
な
線
が
目
立
つ
と
の
指
摘
も
、
線
描
主
体
の
常
信
様
式
の
特

徴
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。
こ
の
形
態
把
握
は
、
常
信
の
全
て
の
画
に
当
て
は
ま
る
の
で

は
な
く
、
特
に
漢
画
の
真
体
画
に
目
立
ち
、
筆
線
を
重
視
す
る
狩
野
派
本
来
の
様
式
で

真
体
画
ら
し
い
画
面
を
取
り
戻
し
て
い
る
。
で
は
こ
れ
ら
の
常
信
様
式
は
い
つ
頃
か
ら

表
れ
た
の
か
。
河
野
元
昭
氏
は
、
探
幽
存
命
期
の
常
信
三
十
四
歳
の
大
徳
寺
玉
林
院
障

壁
画
「
楼
閣
山
水
図
」
に
つ
い
て
、
対
象
の
有
機
的
関
連
や
空
気
遠
近
法
を
無
視
し
た

非
常
に
平
面
的
な
画
面
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
対
象
の
大
き
さ
や
上
下
関
係
で
遠
景

か
近
景
か
は
判
断
で
き
る
が
、
そ
の
間
の
空
間
は
意
識
さ
れ
な
い
こ
と
に
、
探
幽
晩
年

の
画
風
か
ら
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松
嶋
氏
も
常
信
の
前
半
生
の
作
品

は
探
幽
の
瀟
洒
淡
白
の
直
截
的
な
影
響
下
に
あ
り
、
法
眼
以
降
の
作
例
に
①
や
②
の
常

信
様
式
が
顕
著
で
あ
る
と
し
、
自
己
様
式
の
発
現
を
宝
永
元
年（
常
信
六
十
九
歳
）の
法

眼
位
を
得
る
前
後
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
常
信
が
狩
野
派
で
の
指

導
的
立
場
を
得
て
自
己
様
式
を
派
内
に
浸
透
さ
せ
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
宗
像
晋
作
氏
は
、
常
信
の
独
自
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
「
波
濤
図
屏
風
」（
東
京
・
出

光
美
術
館
蔵
）を
、
や
は
り
七
十
代
の
作
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
安
村
敏
信

氏
は
常
信
筆
「
布
袋
・
雉
・
鶏
図
」（
英
国
・
大
英
博
物
館
蔵
）か
ら
、
宝
永
元
年
以
前
の

作
に
も
常
信
の
繊
細
な
表
現
が
み
ら
れ
、
常
信
様
式
の
早
期
形
成
が
窺
え
る
と
す
る
。

ま
た
、
落
款
に
年
齢
な
ど
を
記
さ
な
い
た
め
作
品
編
年
が
困
難
で
あ
る
常
信
の
画
業
を

四
期
に
分
け
、
早
期
か
ら
脱
探
幽
様
式
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
の
が
、
安
部
美
貴
子

氏
で
あ
る
。
安
村
氏
・
安
部
氏
と
も
に
僧
位
を
明
記
し
な
い
落
款
を
法
眼
以
前
の
作
と

す
る
が
、
高
位
の
注
文
者
に
対
し
て
は
絵
師
が
僧
位
を
記
さ
な
い
可
能
性
を
宗
像
氏
が

示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、「
法
眼
」「
法
印
」
を
全
て
の
作
に
入
れ
た
と
す
る
の
は
適
当
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
安
部
氏
は
右
近
・
養
朴
時
代
を
設
定
し
巨
木
表
現
を
用
い
て
い
る
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挿図3　本屛風　左隻印章
　（画像加工）

挿図2　本屛風　右隻落款



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

二
八

点
の
み
で
脱
探
幽
様
式
と
し
、
さ
ら
に
法
眼
時
代
に
再
び
探
幽
様
式
の
中
に
収
ま
っ
た

と
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
考
察
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
常
信
研
究
は
、
若
き
頃
常
信
が
探
幽
様
式
に
倣
い
、
法
眼
位
を
得
た

七
十
歳
代
に
自
己
様
式
が
表
出
す
る
と
い
う
の
が
、
現
状
の
研
究
成
果
と
い
え
る
。
次

に
本
屏
風
を
常
信
の
基
準
作
と
比
較
し
、
ま
ず
は
作
者
を
考
え
る
。

本
屏
風
の
作
者

常
信
画
の
中
で
人
事
風
俗
ま
で
描
く
大
画
面
の
名
所
絵
は
珍
し
く
、
本
屏
風
の
他
で

は
「
富
嶽
清
見
寺
図
屏
風
」（
旧
桂
宮
家
伝
来
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
、
以
下
「
三
の
丸

本
」
と
略
称
）（
図
2
）が
知
ら
れ
る
。
三
の
丸
本
は
常
信
様
式
の
①
「
繊
細
」「
装
飾
」
と

②
合
理
的
な
空
間
が
よ
く
表
れ
た
常
信
の
基
準
作
と
す
べ
き
作
例
で
あ
る
。
①
で
は
、

樹
木
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
濃
彩
の
色
面
で
表
す
の
で
は
な
く
、
柔
ら
か
な
筆
致
で
筆
墨

を
表
情
豊
か
に
変
化
さ
せ
て
描
い
て
い
る
。
山
肌
も
緑
青
を
平
板
に
彩
色
せ
ず
に
、
淡

彩
の
緑
青
の
上
に
米
点
法
の
よ
う
に
点
を
連
ね
て
瀟
洒
で
軽
み
の
あ
る
水
墨
画
表
現
を

選
ん
で
お
り
、
柔
ら
か
な
光
を
発
す
る
金
砂
子
と
、
明
度
の
高
い
淡
彩
、
瀟
洒
な
描
法

を
調
和
さ
せ
て
繊
細
な
空
間
を
作
っ
て
い
る
。
②
で
は
、
ほ
ぼ
同
図
様
の
探
幽
筆
「
富

士
図
屏
風
」（
米
国
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
）を
み
て
も
、
三
の
丸
本
左
隻
が

近
景
の
山
を
含
め
て
門
前
か
ら
清
見
寺
ま
で
の
地
形
が
繋
が
る
よ
う
に
合
理
的
に
空
間

が
整
理
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
右
隻
の
遠
山
や
近
景
を
画
面
右
に

集
約
す
る
こ
と
で
、
近
・
中
・
遠
と
遠
近
を
明
確
に
し
、
左
右
隻
の
両
端
に
重
心
を
置

く
安
定
し
た
構
図
へ
と
画
面
を
構
築
し
て
い
る
。
常
信
様
式
が
顕
著
な
三
の
丸
本
は
、

先
賢
の
論
考
に
導
か
れ
る
な
ら
ば
法
眼
以
降
の
晩
年
の
作
と
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
さ
ら
に
遡
る
作
と
見
做
す
こ
と
も
で
き
る
。
ま
ず
は

本
屏
風
と
画
題
と
様
式
も
類
似
す
る
三
の
丸
本
を
比
べ
た
い
。 （

21
）

挿図5　三の丸本　人物部分

挿図4　本屛風　人物部分

挿図6　三の丸本　人物部分

両
者
の
表
現
は
よ
く
類
似
し
て
お
り
、
人
物
で
は
目
鼻
や
口
を
小
さ
く
、
輪
郭
線
や

衣
文
線
を
細
い
線
を
継
ぐ
描
法
で
よ
く
類
似
し
て
い
る
。
顎
と
口
に
髭
を
蓄
え
た
荷
を

担
ぐ
男
な
ど
、
類
似
す
る
図
様
も
散
見
す
る（
挿
図
4
・
5
）。
さ
ら
に
、
人
物
の
踵
か

ら
墨
を
横
に
鋭
く
出
す
特
異
な
描
写
は
、
三
の
丸
本
を
は
じ
め
、
常
信
作
例
に
し
ば

し
ば
み
ら
れ
る
表
現
で
あ
る（
挿
図
4
・
6
）。
人
物
以
外
で
は
、
樹
木
の
葉
を
点
描
の

よ
う
に
重
ね
て
い
き
、
葉
叢
の
中
心
部
に
同
様
に
淡
墨
を
入
れ
る
描
写（
挿
図
7
・
8
）、



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

二
九

る
ほ
ど
淡
い
墨
で
描
か
れ
て
い
る
。
柔
ら
か
な
線
で
大
ま
か
に
輪
郭
線
を
施
し
、
内
側

に
も
細
か
い
線
を
執
拗
に
入
れ
て
樹
皮
を
表
し
、
幹
の
上
部
は
墨
の
面
で
樹
幹
を
象

挿図7　本屛風　樹木部分

挿図8　三の丸本　樹木部分

挿図9　本屛風　樹木部分

ま
た
樹
根
の
内
側
を
白
く
抜
き
、
幹
は
淡
墨
の
太
く
極
め
て
緩
い
輪
郭
線
を
震
え
る
よ

う
に
入
れ
て
、
内
側
に
は
さ
ら
に
淡
い
墨
で
粗
く
彩
色
す
る
描
写
も
近
似
す
る（
挿
図

9
・
10
）。
特
徴
的
な
描
写
で
共
通
す
る
の
は
、
松
樹
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
本
屏
風
右

隻
の
近
景
の
松
は
、
経
年
劣
化
に
よ
る
褪
色
も
あ
る
が
、
他
の
樹
木
と
比
べ
地
が
透
け

挿図10　三の丸本　樹木部分挿図11　三の丸本　樹木部分



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

三
〇

る
。
三
の
丸
本
で
は
、
洞
な
ど
の
一
部
に
茶
の
色
料
が
認
め
ら
れ
る
が
、
同
様
な
描
写

で
松
樹
の
み
を
淡
く
描
か
れ
る（
挿
図
11
）。

三
の
丸
本
以
外
で
も
、
本
屏
風
右
隻
の
渓
流
部
分
の
弧
を
連
続
す
る
水
流
の
墨
線

と
、
そ
れ
に
添
う
よ
う
に
胡
粉
と
藍
の
線
を
入
れ
る
描
写
は
、「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」

（
東
京
・
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）に
み
ら
れ
る
。
十
七
世
紀
の
江
戸
狩
野
派
で
は
、
濃
淡
を

つ
け
な
が
ら
藍
を
刷
き
、
そ
の
上
に
墨
と
胡
粉
の
み
で
波
線
を
描
く
表
現
が
多
い
。
岩

の
輪
郭
線
に
も
常
信
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
渓
流
の
中
に
あ
る
岩
の
上
辺
の
細

く
頼
り
な
い
線
描
を
瘤
や
下
部
で
太
く
す
る
よ
う
に
急
な
肥
痩
の
変
化
を
も
つ
線
で
、

輪
郭
線
を
省
略
す
る
こ
と
な
く
丁
寧
に
施
す
描
法
も
、
三
の
丸
本
で
は
や
や
希
薄
な
も

の
の
、「
六
義
園
図
」（
奈
良
・
郡
山
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
蔵
）や
常
信
と
探
幽
の
長
子

挿図12　狩野常信・探信合筆「雑画帖」（個人蔵）

で
あ
る
探
信
と
の
合
筆
「
雑
画
帖
」（
個
人

蔵
、
挿
図
12
）な
ど
の
岩
の
線
と
よ
く
似
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
輪
郭
線
は
常
信
の

息
子
周
信
・
岑
信
に
も
認
め
ら
れ
る
点
で

注
意
を
要
す
。
探
幽
以
外
の
江
戸
狩
野
派

の
個
の
様
式
と
そ
の
広
が
り
に
つ
い
て
は

未
だ
不
明
な
部
分
が
多
く
、
作
者
を
推
定

す
る
場
合
、
周
辺
絵
師
を
無
視
し
て
は
な

ら
な
い
。
と
は
い
え
、
常
信
周
辺
の
絵
師

の
様
式
を
一
つ
ず
つ
論
じ
る
余
裕
は
な
い

が
、
多
く
の
表
現
が
常
信
の
基
準
作
と
一

致
す
る
こ
と
か
ら
、
本
屏
風
は
常
信
筆
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
本
屏
風
と
三
の
丸
本
で
大
き
く

異
な
る
の
が
空
間
構
成
で
あ
る
。
本
屏
風
は
全
図
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
状
の

画
面
で
も
遠
近
表
現
は
希
薄
で
、
モ
チ
ー
フ
も
互
い
に
緊
密
に
連
関
し
な
い
平
面
的
な

画
面
で
あ
る
。
例
え
ば
、
右
隻
の
家
屋
の
す
ぐ
上
部
に
小
川
と
土
坡
が
配
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
左
隻
の
同
じ
高
さ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
遠
山
と
い
う
よ
う
に
空
間
に
整

合
性
は
な
い
。
そ
れ
で
も
一
つ
の
絵
画
空
間
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
は
、
モ
チ
ー
フ

を
繋
い
で
い
る
余
白
の
働
き
で
あ
ろ
う
。
左
右
隻
の
画
面
中
央
に
は
白
い
霞
が
漂
っ
て

お
り
、
右
隻
で
は
家
屋
、
左
隻
で
は
桜
を
覆
い
隠
し
な
が
ら
画
面
を
繋
い
で
い
る
。
三

の
丸
本
の
余
白（
霞
）は
複
雑
に
重
な
っ
て
空
間
に
奥
行
き
を
与
え
、
数
種
の
形
状
の
霞

を
展
開
す
る
こ
と
で
装
飾
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
屏
風
は
余
白

（
霞
）で
モ
チ
ー
フ
を
隠
し
な
が
ら
画
面
を
繋
い
で
い
く
、
い
わ
ば
探
幽
の
余
白
と
同
じ

働
き
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
く
み
れ
ば
、
家
屋
も
立
体
的
に
捉
え
て
い
る
三
の
丸

本
と
異
な
り
、
本
屏
風
で
は
平
面
的
で
左
隻
一
扇
目
の
家
屋
も
途
切
れ
て
お
り
、
曖
昧

な
空
間
構
成
を
志
向
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
空
間
構
成
は
、
先

述
し
た
通
り
常
信
三
十
四
歳
の
大
徳
寺
玉
林
院
障
壁
画
「
楼
閣
山
水
図
」
な
ど
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
探
幽
影
響
下
の
常
信
前
半
生
の
空
間
構
成
と
類
似
す
る
。
つ
ま
り
、
先
学

の
研
究
成
果
か
ら
常
信
様
式
が
完
成
し
た
法
眼
以
後
と
み
ら
れ
る
三
の
丸
本
に
対
し
、

本
屏
風
は
常
信
の
法
眼
以
前
の
作
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
落
款
か
ら
常

信
作
品
の
編
年
の
可
能
性
を
探
り
、
も
う
少
し
論
を
進
め
て
み
た
い
。

常
信
落
款
の
編
年

常
信
の
落
款
で
、
あ
る
程
度
、
記
さ
れ
た
年
代
が
推
測
で
き
る
書
風
は
大
き
く
五
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
便
宜
上
、
僧
位
を
冠
さ
な
い
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
と
僧
位
を
冠
す
Ⅳ
・
Ⅴ
に

分
類
す
る（
表
1
）。
ま
ず
Ⅰ
は
線
が
全
体
的
に
太
く
一
筆
一
筆
に
勢
の
あ
る
力
強
い
書

風
で
、
字
形
で
は
「
常
」
の
「
巾
」
の
二
画
目
の
角
が
張
り
出
し
、「
信
」
の
「
言
」



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

三
一

作
品
名

落
款（
署
名
／
印
章
）

挿
図
番
号

製
作
年

年
齢

所
蔵

Ⅰ

歌
賛
名
所
絵
図
巻

「
藤
原
常
信
書
之
」
／
「
常
信
」（
朱
文
瓢
箪
印
）

寛
文
五

三
十

千
葉
市
美
術
館

瀟
湘
八
景
図

「
常
信
筆
」
／
「
右
近
」（
朱
文
方
印
）

（
挿
図
13
・
14
）

神
奈
川
・
三
溪
園

松
鶴
図
屏
風

「
常
信
筆
」
／
「
右
近
」（
朱
文
方
印
）

個
人

鉄
拐
図

「
常
信
筆
」
／
「
右
近
」（
朱
文
方
印
）

英
国
・
大
英
博
物
館

Ⅱ

牛
馬
図

「
常
信
書
」
／
「
常
信
」（
白
文
方
印
）

寛
文
八
〜
十
三

三
十
三
〜
三
十
八

個
人

倣
古
名
画
巻

「
藤
原
常
信
書
之
」
／
「
塞
雲
子
」（
朱
文
方
印
）

寛
文
十

三
十
五

個
人

墨
竹
図
風
炉
先
屏
風

「
常
信
筆
」
／
「
養
朴
」（
朱
文
方
印
）

（
挿
図
15
）

徳
川
美
術
館

Ⅱ・Ⅲ混在

富
嶽
清
見
寺
図
屏
風

「
常
信
筆
」
／
「
塞
雲
子
」（
朱
文
方
印
）

（
挿
図
18
・
19
）

東
京
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館

布
袋
・
雉
・
鶏
図

「
常
信
筆
」
／
「
古
川
鈞
従
」（
朱
文
方
印
）

英
国
・
大
英
博
物
館

雑
画
帖

「
常
信
筆
」
／
「
咲
題
枩
竹
杲
庵
」（
朱
文
方
印
）

（
挿
図
20
・
21
）

個
人

Ⅲ

織
田
信
長
像

「
追
法
印
永
徳
図
常
信
書
之
」
／
「
藤
原
」（
白
文
方
印
）

元
禄
七

五
十
九

愛
知
・
總
見
寺

秋
景
富
士
三
保
松
原
図
「
藤
原
常
信
筆
」
／
「
養
朴
」（
朱
文
方
印
）

（
挿
図
16
・
17
）
元
禄
十
二

六
十
四

個
人

四
季
花
鳥
図
屏
風

「
常
信
筆
」
／
「
藤
原
常
信
」（
朱
文
方
印
）・「
塞
雲
子
」（
朱
文
方
印
）

東
京
・
板
橋
区
立
美
術
館

波
濤
図
屏
風

「
藤
原
常
信
筆
」
／
「
※
印
文
不
明
」

東
京
・
出
光
美
術
館

列
仙
図
屏
風

「
常
信
筆
」
／
「
養
朴
」（
白
文
方
印
）

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

Ⅳ

波
濤
・
花
鳥
図
屏
風

「
法
眼
古
川
叟
筆
」
／
「
藤
原
」（
無
廓
朱
文
印
）・「
常
信
」（
朱
文
重
廓
方
印
）

宝
永
元
〜
六

七
十
〜
七
十
六

静
岡
県
立
美
術
館

鶴
図

「
法
眼
古
川
叟
筆
」
／
「
養
朴
」（
白
文
方
印
）

宝
永
元
〜
六

七
十
〜
七
十
六

徳
川
美
術
館

Ⅴ

富
士
山
図

「
法
印
古
川
叟
筆
」
／
「
養
朴
」（
朱
文
方
印
）

宝
永
六
〜
正
徳
三

七
十
六
〜
七
十
九

山
形
・
致
道
博
物
館

表
1　

常
信
落
款
の
編
年



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

三
二

の
一
画
目
が
「
＞
」
の
よ
う
に
大
き
く
曲
が
る
な
ど
非
常
に
癖
の
あ
る
落
款
で
あ
る
。

臨
春
閣
第
一
屋
瀟
湘
の
間
の
障
壁
画
「
瀟
湘
八
景
図
」（
神
奈
川
・
三
溪
園
蔵
）（
挿
図
13
・

14
）・「
鉄
拐
図
」（
英
国
・
大
英
博
物
館
蔵
）・「
松
鶴
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）な
ど
に
み
ら
れ
る
。

印
に
は
管
見
の
限
り
「
右
近
」
が
入
る
た
め
、
若
描
の
「
右
近
」
時
代
の
書
風
と
見
做

せ
、
寛
文
五
年（
常
信
三
十
歳
）の
「
歌
賛
名
所
絵
図
巻
」（
千
葉
市
美
術
館
蔵
）も
、
筆
勢

は
落
ち
着
い
て
い
る
が
Ⅰ
に
近
い
た
め
、
使
用
期
間
は
三
十
歳
頃
ま
で
下
り
そ
う
で
あ

る
。「
右
近
」
時
代
に
つ
い
て
は
Ⅱ
と
あ
わ
せ
て
述
べ
る
。

常
信
の
落
款
を
通
覧
し
た
と
き
に
「
信
」
や
「
筆
」
の
書
風
も
変
化
が
大
き
い
が
、

そ
の
変
化
は
不
規
則
で
あ
り
現
状
で
編
年
の
基
準
に
は
し
が
た
い
。
一
方
、「
常
」
は

落
款
を
比
較
す
る
な
か
で
作
品
編
年
と
対
応
す
る
変
化
が
み
ら
れ
る
。「
常
」
に
注
目

し
て
Ⅱ
以
降
を
み
て
い
く
。
ま
ず
Ⅱ
は
「
常
」
の
「
巾
」
の
二
画
目
の
角
が
張
り
出
さ

ず
に
、
そ
の
ま
ま
縦
棒
を
長
く
ま
っ
す
ぐ
下
に
伸
ば
す
書
風
で
あ
る
。
こ
の
書
風
は
、

寛
文
十
年（
一
六
七
〇
・
常
信
三
十
五
歳
）頃
の
探
幽
・
安
信
・
常
信
・
益
信
合
筆
「
倣
古

名
画
巻
」（
個
人
蔵
）や
寛
文
八
〜
十
三
年
の
探
幽
、
常
信
ら
狩
野
派
三
十
六
名
合
筆
「
牛

馬
図
」（
個
人
蔵
）に
み
え
、
探
幽
存
命
期
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
墨
竹
図
風
炉
先
屏

風
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）（
挿
図
15
）も
「
巾
」
の
書
風
で
分
類
す
れ
ば
Ⅱ
に
な
る
。
そ
し
て
、

Ⅱ
の
作
品
で
は
「
右
近
」
落
款
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、「
右
近
」
を
使
用
し
な

挿図13　狩野常信筆「瀟湘八景図」部分（三溪園蔵）

挿図14　狩野常信筆　
　「瀟湘八景図」
　落款（Ⅰ）部分
　（三溪園蔵）



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

三
三

五
十
九
歳
）
の
賛
を
持
つ
「
織
田

信
長
像
」（
愛
知
・
總
見
寺
蔵
）、
同

十
二
年
の
箱
書
を
持
つ
「
秋
景

富
士
三
保
松
原
図
」（
個
人
蔵
）（
挿

図
16
・
17
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
元

禄
中
期
の
書
風
で
は
「
常
」
の

「
巾
」
の
二
画
目
が
右
上
が
り
で

角
が
突
起
し
て
い
る
。
興
味
深
い

の
が
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
な
ど

常
信
様
式
が
完
成
し
て
い
る
作

で
は
、
さ
ら
に
大
き
く
突
起
し
、

「
阝
」の
よ
う
に
湾
曲
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
突
起
し
た
書
風
を
Ⅲ
と

す
る
と
、
Ⅱ
と
Ⅲ
の
移
行
期
と
み

ら
れ
る
の
が
三
の
丸
本
で
あ
る
。

三
の
丸
本
右
隻
で
は
、
Ⅱ
の
よ
う

に
「
巾
」
の
二
画
目
の
角
を
張
り

出
さ
ず
真
っ
す
ぐ
下
ろ
し
、
左
隻

で
は
Ⅲ
の
よ
う
に
や
や
角
を
突
起

さ
せ（
挿
図
18
・
19
）、
三
幅
対
で

は
先
述
の
「
布
袋
・
雉
・
鶏
図
」

で
も
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
点
に

お
い
て
、
安
信
統
率
期（
探
幽
歿
年

か
ら
安
信
歿
年
と
す
れ
ば
常
信
四
十

（
24
）

く
な
っ
た
時
期
が
Ⅱ
の
上
限
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。「
右
近
」
と
「
養
朴
」
の
使
用
期

に
つ
い
て
は
、
若
き
常
信
が
通
称
の
「
右
近
」、
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
・
常
信
十
五
歳
）

に
剃
髪
し
て
「
養
朴
」
と
号
し
た
後
は
「
養
朴
」
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
慶
安
五
年
の
「
東
照
大
権
現
・
大
猷
院
・
慈
眼
大
師
板
絵
」（
栃
木
・
日
光
山

輪
王
寺
蔵
）に
「
狩
野
右
近
藤
原
常
信
図
之
」、
承
応
三
年（
一
六
五
四
・
常
信
十
九
歳
）の

「
日
蓮
聖
人
像
」（
香
川
・
本
門
寺
蔵
）に
も
未
だ
款
記
に
「
右
近
」
と
記
さ
れ
る
。
史
料

に
お
い
て
も
常
信
の
表
記
が
「
右
近
」
か
ら
「
養
朴
」
に
切
り
替
わ
る
の
は
寛
文
期

か
ら
で
あ
る
。
万
治
二
年（
常
信
二
十
四
歳
）の
江
戸
城
障
壁
画
に
係
わ
る
記
録
「
御
本

丸
御
坐
敷
絵
様
覚
」（
宮
城
・
仙
台
市
博
物
館
蔵
）で
は
未
だ
「
狩
野
右
近
」、『
徳
川
実
紀
』

で
は
寛
文
八
年（
常
信
三
十
三
歳
）ま
で
が
「
右
近
常
信
」、
寛
文
十
年
以
降
が
「
養
朴
常

信
」
と
記
し
、
寛
文
八
年
ま
で
の
記
録
が
あ
る
鹿
苑
寺
住
持
鳳
林
承
章
の
日
記
『
隔
蓂

記
』
で
も
や
は
り
「
右
近
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
養
朴
」
を
実
際
に
使
用
し

始
め
た
の
は
寛
文
十
年
頃
か
ら
と
み
ら
れ
る
。
落
款
に
お
い
て
も
、「
右
近
」
と
「
養

朴
」
落
款
で「
常
信
」
の
書
風
が
共
通
す
る
作
例
を
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
併
用
期

が
あ
っ
た
と
し
て
も
短
期
間
で
、
落
款
も
寛
文
十
年
頃
に
「
養
朴
」
へ
と
切
り
替
え
た

と
想
定
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
Ⅱ
の
上
限
も
寛
文
十
年
頃
と
推
定
し
て
お
く
。

次
に
描
か
れ
た
時
期
が
推
定
で
き
る
作
と
し
て
は
、
元
禄
七
年（
一
六
九
四
・
常
信

（
22
）

（
23
）

挿図15　狩野常信筆
　「墨竹図風炉先屛風」
　落款（Ⅱ）部分
　（徳川美術館蔵）

挿図16　狩野常信筆「秋景富士三保松原図」（個人蔵）



狩
野
常
信
様
式
の
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立
に
つ
い
て

三
四

歳
代
か
ら
五
十
歳
代
前
半
）の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
前
掲
の
常
信
と
探
信
の
画
を
三
十

図
ず
つ
貼
り
合
わ
せ
た
「
雑
画
帖
」
が
興
味
深
い
。「
雑
画
帖
」
で
明
確
に
Ⅱ
の
書
風

を
示
す
落
款
は
五
図
程
度（
挿
図
20
）、
残
り
は
角
を
僅
か
に
張
り
出
す
書
風
も
あ
る
が

殆
ど
Ⅲ
で（
挿
図
21
）、
残
る
三
図
ほ
ど
に
「
巾
」
を
丸
く
書
く
別
の
書
風
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
あ
る
一
時
期
に
お
い
て
Ⅱ
も
Ⅲ
も
一
つ
の
書
風
の
範
疇
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
先
述
の
元
禄
期
の
作
に
加
え
、
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
を
は
じ
め
、「
波
濤
図
屏

風
」
や
「
列
仙
図
屏
風
」（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
）な
ど
、
自
己
様
式
が
完
成

し
て
い
る
代
表
作
は
両
隻
と
も
Ⅲ
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
推
察
す
る
な
ら
ば
、
Ⅱ

（
25
）

（
26
）

挿図20　「雑画帖」　落款（Ⅱ）部分挿図21　「雑画帖」　落款（Ⅲ）部分

挿図19　三の丸本　
　左隻落款（Ⅲ）部分

挿図18　三の丸本　
　右隻落款（Ⅱ）部分

挿図17　「秋景富士三保松原図」
　落款（Ⅲ）部分



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

三
五

か
ら
Ⅱ
・
Ⅲ
混
在
期
を
経
て
元
禄
後
期
に
は
Ⅲ
へ
と
変
化
し
た
と
想
定
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。
Ⅲ
で
捺
さ
れ
た
「
養
朴
」（
朱
文
方
印
）で
は
、
右
の
外
郭
線
に
欠
損
が
多
く
み
ら

れ
る
が
、「
墨
竹
図
風
炉
先
図
屏
風
」
の
よ
う
に
Ⅱ
で
捺
さ
れ
た
同
印
で
は
外
郭
線
の

つ
な
が
っ
た
印
影
が
あ
る
こ
と
も
こ
の
推
測
の
補
強
材
料
と
な
る
。
こ
の
点
も
更
に
作

例
を
集
め
て
い
き
た
い
。

残
る
Ⅳ
と
Ⅴ
は
、
僧
位
が
記
さ
れ
た
落
款
で
、
Ⅳ
「
法
眼
」
は
宝
永
元
年（
一
七
〇
四
・

常
信
七
十
歳
）か
ら
同
六
年
、
作
例
に
は
「
波
濤
・
花
鳥
図
屏
風
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）

や
「
鶴
図
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）な
ど
が
あ
る
。
Ⅴ
「
法
印
」
は
同
六
年
か
ら
正
徳
三
年

（
一
七
一
三
）、「
富
士
山
図
」（
山
形
・
致
道
博
物
館
蔵
）な
ど
が
知
ら
れ
る
。
Ⅳ
、
Ⅴ
の
落

款
で
は
、「
常
信
」
で
は
な
く
「
古
川
」
や
「
養
朴
」
の
号
を
用
い
て
い
る
た
め
、
こ

の
期
の
「
常
信
」
の
書
風
は
不
明
で
あ
る
。
僧
位
を
叙
さ
れ
た
後
は
、
全
て
の
作
品
の

落
款
に
「
法
眼
」「
法
印
」
と
冠
し
た
と
考
え
る
根
拠
は
な
い
た
め
、
Ⅲ
の
書
風
の
作

品
が
法
眼
・
法
印
期
に
あ
た
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

以
上
が
大
ま
か
な
グ
ル
ー
プ
分
け
で
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
ら
な
い
落
款
も
ま
だ
数

種
あ
り
、
Ⅱ
や
Ⅲ
の
中
で
も
さ
ら
に
書
風
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
今
後
精
査

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
常
信
画
に
は
他
に
も
、
三
十
四
歳
の
玉
林
院
障
壁
画
「
楼
閣

山
水
図
」・
五
十
五
歳
の
「
最
嶽
元
良
像
」（
京
都
・
金
地
院
蔵
）・
五
十
七
歳
の
「
演
能

図
・
竜
頭
観
音
図
」（
群
馬
・
清
水
寺
蔵
）が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
実
見
で
き
て
お
ら
ず
、

「
楼
閣
山
水
図
」
と
「
演
能
図
・
竜
頭
観
音
図
」
に
つ
い
て
は
、
落
款
部
分
の
傷
み
が

激
し
い
た
め
、本
稿
で
の
分
類
に
は
加
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
徳
川
美
術
館
に
は
他
に

も
「
新
六
歌
仙
画
帖
」
な
ど
が
あ
る
が
、
落
款
の
書
風
に
は
別
の
特
徴
も
み
え
る
こ
と

か
ら
稿
を
改
め
た
い
。
常
信
の
作
品
編
年
は
簡
単
に
は
整
理
で
き
な
い
も
の
の
、
常
信

研
究
停
滞
の
一
要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
誠
に
雑
駁
な
試
論
だ
が
、
本
稿
で
ひ
と
ま

ず
編
年
の
目
安
を
提
示
し
た
。
多
く
の
方
に
ご
叱
正
い
た
だ
き
、
常
信
研
究
が
活
性
化

す
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
落
款
の
区
分
に
応
じ
、
ま
ず
三
の
丸
本
を
み
れ
ば
、
先
述
の
ご
と
く
落

款
に
は
Ⅱ
と
Ⅲ
を
併
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
限
は
寛
文
期
よ
り
も
遡
ら
ず
、
下
限

は
元
禄
中
期
頃
ま
で
の
作
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
常
信
様
式
は
法
眼

以
前
か
ら
発
現
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
本
屏
風
は
落

款
か
ら
年
代
推
測
は
で
き
な
い
が
、
自
己
様
式
が
確
立
し
て
い
る
三
の
丸
本
以
前
、
そ

し
て
探
幽
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
十
七
世
紀
中
頃
に
は
作
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
や
ま
と
絵
名
所
絵
に
お
け
る
本
屏
風
の
特
異
性
を
指
摘
し
、
探
幽
影
響
下

の
時
期
に
描
か
れ
た
と
す
る
推
察
を
補
強
す
る
と
と
も
に
、
常
信
が
何
を
学
び
な
が
ら

自
己
様
式
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
か
考
察
を
加
え
た
い
。

三　

名
所
絵
に
お
け
る
「
吉
野
図
屛
風
」
の
特
異
性

名
所
絵
と
は
和
歌
や
文
学
と
深
く
結
び
つ
い
た
土
地
を
対
象
と
し
、
そ
の
歌
枕
の
絵

画
化
な
ど
に
よ
っ
て
成
立
し
た
た
め
、
や
ま
と
絵
の
中
で
多
様
に
展
開
し
て
き
た
こ
と

は
言
を
俟
た
な
い
。
一
方
で
水
墨
画
の
流
入
に
よ
り
、
富
士
図
や
近
江
八
景
図
な
ど
、

日
本
の
名
所
が
漢
画
様
式
で
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
や
ま
と
絵
が
主
流
の
大
画
面
名

所
絵
に
お
い
て
も
、
現
存
作
例
で
は
伝
能
阿
弥
筆
「
三
保
松
原
図
」（
兵
庫
・
頴
川
美
術

館
蔵
）や
伝
狩
野
元
信
筆
「
吉
野
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）な
ど
、
漢
画
と
し
て
描
か
れ
た
日

本
の
名
所
絵
が
登
場
す
る
。

本
屏
風
は
弧
を
描
く
緑
青
の
遠
山
や
土
坡
な
ど
、
や
ま
と
絵
名
所
絵
に
分
類
で
き
る

が
、
樹
幹
は
水
墨
の
み
で
描
か
れ
、
丸
み
の
あ
る
墨
線
で
お
お
よ
そ
輪
郭
を
施
し
、
そ

の
内
に
細
か
く
皴
を
墨
で
描
き
込
む
。
彩
色
も
淡
墨
の
み
で
葉
も
点
描
で
表
す
の
は
、



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

三
六

顔
料
の
色
面
を
主
と
す
る
や
ま
と
絵
の
描
法
と
は
大
き
く
異
な
り
、
常
信
筆
「
楼
閣
山

水
図
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
江
戸
狩
野
派
の
水
墨
山
水
図
の
樹
木
を
転
用
し
て
い
る
。

画
面
に
蒔
か
れ
た
金
に
対
し
て
、
濃
彩
で
は
な
く
墨
の
繊
細
な
階
調
と
軽
妙
な
筆
致

を
選
ん
で
静
謐
で
優
美
な
空
間
を
創
り
上
げ
て
い
る
点
に
本
屏
風
の
特
質
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
軸
装
や
巻
子
装
で
は
な
く
、
大
画
面
に
こ
の
よ
う
な
表
現
が
取
り
込
ま
れ

た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
常
信
と
同
世
代
の
大
画
面
名
所
絵
で
は
、
延
宝
五

年（
一
六
七
七
）造
営
の
東
福
門
院
御
所
の
奥
対
面
所
を
飾
っ
た
狩
野
敦
信（
一
六
四
四
〜

一
七
一
八
）筆
「
長
谷
寺
春
景
図
襖
」（
宮
内
庁
京
都
御
所
蔵
）、
常
信
が
賢
聖
障
子
絵
を
担

当
し
た
宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）の
内
裏
造
営
で
常
御
殿
下
段
之
間
を
飾
っ
た
狩
野
福
信

（
生
年
未
詳
〜
一
七
二
三
）筆
「
厳
島
図
襖
」（
京
都
・
光
明
寺
蔵
）、
同
じ
く
宝
永
度
の
造
営

で
上
棟
を
み
た
東
山
院
御
所
の
「
御
盃
之
間
」
を
飾
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
狩

野
主
信
筆（
一
六
七
五
〜
一
七
二
四
）「
厳
島
図
襖
」・「
厳
島
図
屏
風
」（
共
に
滋
賀
・
錦
織
寺

蔵
）な
ど
が
残
っ
て
お
り
、樹
木
の
内
側
は
墨
や
顔
料
で
彩
色
さ
れ
輪
郭
線
が
施
さ
れ
て

い
る
。

江
戸
狩
野
派
の
や
ま
と
絵
に
お
け
る
水
墨
表
現
の
吸
収
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
探
幽
に
関
し
て
は
、「
和
漢
分
離
」
と
し
て
寛
文
十
七
年
「
東
照
宮
縁
起
絵
」

（
栃
木
・
日
光
東
照
宮
蔵
）で
は
漢
画
要
素
を
で
き
る
だ
け
排
除
す
る
一
方
で
、「
四
季
松

樹
図
屏
風
」（
京
都
・
大
徳
寺
蔵
）、「
鵜
飼
図
屏
風
」（
東
京
・
大
倉
集
古
館
蔵
）に
お
い
て
探

幽
の
新
漢
画
様
式
が
大
胆
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
安
村

氏
も
尚
信
筆
「
富
士
見
西
行
・
大
原
行
幸
図
屏
風
」（
東
京
・
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）に
み
ら

れ
る
、
や
ま
と
絵
に
お
け
る
用
墨
法
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

常
信
は
叔
父
探
幽
と
父
尚
信
、
二
つ
の
様
式
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
は
ず
で
あ

る
が
、
十
五
歳
で
尚
信
と
死
別
し
た
常
信
が
自
己
様
式
の
規
範
に
据
え
た
の
は
探
幽
様

式
で
あ
る
。
本
屏
風
で
も
大
き
な
瘤
を
持
つ
岩
や
渓
流
の
形
状
な
ど
に
、
探
幽
以
来
の

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

江
戸
狩
野
派
様
式
が
顕
著
で
あ

り
、
特
に
樹
木
は
探
幽
様
式
を
受

け
継
い
で
い
る
。
左
隻
一
扇
の
桜

の
樹
根
の
内
を
白
く
抜
い
て
、
幹

の
中
間
を
淡
墨
の
面
の
み
を
重
ね

て
描
く
特
徴
的
な
描
法
は
、
名
古

屋
城
上
洛
殿
二
之
間
の
障
壁
画

「
琴
棋
書
画
図
襖
」（
愛
知
・
名
古

屋
城
総
合
事
務
所
蔵
）（
挿
図
22
）や
、

挿図22　狩野探幽筆「琴棋書画図襖」
　部分（名古屋城総合事務所蔵）

探
幽
筆
「
江
口
の
君
」（
個
人
蔵
）な
ど
、
探
幽
の
樹
法
に
祖
型
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
ま
た
、
左
隻
二
扇
目
の
毛
氈
を
敷
く
一
団
の
右
の
桜
の
よ
う
に
、
緩
い
墨
線
で
輪

郭
を
震
え
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
描
き
、
内
に
墨
の
点
を
入
れ
る
表
現
は
、
大
徳
寺
本

坊
方
丈
の
探
幽
筆
「
山
水
図
襖
」
な
ど
の
樹
木
の
描
法
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
常

信
は
広
大
な
余
白
に
淡
彩
と
金
雲
の
瀟
洒
な
画
面
に
、
描
法
は
顔
料
を
賦
し
た
重
厚
な

描
法
で
は
な
く
、
探
幽
の
水
墨
画
由
来
の
瀟
洒
な
描
法
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
選

択
に
も
探
幽
の
影
響
が
窺
え
る
。
寛
永
、
寛
文
度
の
二
度
の
御
所
造
営
で
探
幽
が
描
い

た
吉
野
図
と
本
屏
風
を
比
較
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
探
幽
筆

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
春
日
若
宮
御
祭
図
屏
風
」（
奈
良
県
立
美
術
館
蔵
）に
は
本
屏

風
と
同
じ
く
樹
木
に
水
墨
技
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
狩
野
柳
雪
筆
「
春
日
若
宮
祭
礼

図
屏
風
」（
千
葉
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）な
ど
、
類
例
が
何
点
か
現
存
し
て
い
る
。
探

幽
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
た
表
現
が
、
本
屏
風
に
受
け
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿

で
は
、
さ
ら
に
三
の
丸
本
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
常
信
の
画
面
構
成
が
探
幽
様
式
か
ら

脱
し
て
合
理
的
空
間
へ
と
自
己
様
式
を
確
立
さ
せ
る
様
子
が
把
握
で
き
た
。
一
方
で
、

三
の
丸
本
で
も
確
認
で
き
る
水
墨
画
由
来
の
描
法
は
、
先
述
の
常
信
同
世
代
に
よ
る
一

（
31
）

（
32
）



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

三
七

連
の
障
壁
画
を
み
て
も
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
同
時
代
の
狩
野
派
様
式
と
の
差
を
指
摘

で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
本
屏
風
や
三
の
丸
本
が
、
常
信
が
流
派
内
で
強
い
影

響
力
を
持
っ
て
い
な
い
時
期
の
作
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
探
幽

次
世
代
に
様
々
な
画
題
で
画
面
を
再
び
濃
彩
化
、
合
理
的
に
空
間
化
さ
れ
て
い
く
な

か
で
、
や
ま
と
絵
に
お
い
て
も
瀟
洒
な
水
墨
画
技
法
を
排
除
し
て
い
く
動
き
に
繋
が
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
は
、
法
眼
・
法
印
時
代
の
常
信
や
ま
と
絵
も
課
題
と

し
た
い
。結　

　
　

語

本
屏
風
は
改
装
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
い
え
、
現
状
の
画
面
か
ら
も
探
幽

に
影
響
さ
れ
た
空
間
構
成
や
描
法
を
指
摘
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。
そ
し
て
、
常
信
様

式
が
確
立
し
て
い
る
三
の
丸
本
と
の
表
現
の
差
か
ら
、
常
信
が
探
幽
に
由
来
す
る
軽
み

の
あ
る
描
法
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
空
間
構
成
を
変
え
自
己
様
式
を
深
化
さ
せ
た
こ

と
を
推
察
し
た
。
本
屏
風
が
描
か
れ
た
正
確
な
時
期
を
割
り
出
す
の
は
困
難
で
あ
る

が
、
探
幽
様
式
と
常
信
様
式
が
混
在
す
る
過
渡
期
の
作
例
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で

き
、
常
信
様
式
の
形
成
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
作
例
と
い
え

よ
う
。
今
後
は
、
さ
ら
に
多
く
の
常
信
作
品
を
比
較
し
な
が
ら
常
信
様
式
の
解
明
に
努

め
た
い
。

常
信
様
式
に
つ
い
て
は
、「
晩
年
、
常
信
の
気
質
に
合
っ
た
穏
や
か
で
繊
細
な
も
の

に
変
わ
り
、
以
降
の
狩
野
派
の
弱
体
化
の
も
と
と
な
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

う
結
論
づ
け
る
ま
で
常
信
様
式
は
議
論
し
尽
く
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
し
て
常
信
次
世

代
の
狩
野
派
た
ち
が
、
常
信
の
繊
細
な
画
風
を
受
け
継
ぐ
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い

う
問
題
は
何
も
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
常
信
様
式
の
解
明
は
、
さ
ら
に
そ
の
次
世
代
に

（
33
）

（
34
）

註（
1
）　

松
嶋
雅
人
「
狩
野
常
信
と
そ
の
画
業
に
関
す
る
研
究
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
一
三

号
別
冊　

鹿
島
美
術
財
団　

平
成
八
年
十
一
月
）。

中
谷
伸
生
「
江
戸
か
ら
運
ば
れ
た
《
唐
獅
子
図
》
─
狩
野
常
信
の
工
房
に
よ
る
妙
心
寺
退
蔵

院
障
壁
画
残
欠
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』V

O
L.

15　

美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
刊
行
会　

平
成

十
九
年
五
月
）。

中
谷
伸
生
「
伝
常
信
・
常
梅（
カ
）・
常
元
・
常
俊
及
び
永
岳
の
障
壁
画
─
退
蔵
院
昭
堂
及
び

書
院
そ
の
他
の
障
壁
画
と
残
欠
─
」（『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
五
号　

関
西
大
学
博
物

館　

平
成
十
一
年
三
月
）。

宗
像
晋
作「
狩
野
常
信
筆「
波
濤
図
屏
風
」─
探
幽
、長
谷
川
派
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
」（『
出

光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
十
七
号　

出
光
美
術
館　

平
成
二
十
三
年
一
月
）。

安
部
美
貴
子
「
木
挽
町
狩
野
家
に
お
け
る
常
信
の
功
績
」（『
聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集
』

第
三
一
巻
一
号（
通
巻
三
六
号
）　

聖
心
女
子
大
学　

平
成
二
十
一
年
七
月
）。

（
2
）　

山
本
泰
一
「
研
究
ノ
ー
ト　

尾
張
徳
川
家
の
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝（
収
蔵
品
）の
種
類
と

数
量
に
つ
い
て（
一
）─
絵
画
・
書
跡
編
─
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
三
十
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
十
六
年
二
月　

二
六
一
頁
）。

（
3
）　

吉
川
美
穂　

作
品
解
説 

狩
野
常
信
筆
「
吉
野
図
屏
風
」（『
桃
山
・
江
戸
絵
画
の
美
』　

徳

川
美
術
館　

平
成
二
十
四
年
四
月　

一
四
二
頁
）。

（
4
）　

松
原
茂
「
奥
絵
師
狩
野
晴
川
院
「
公
用
日
記
」
に
見
る
そ
の
活
動
」（『
東
京
国
立
博
物
館

紀
要
』
第
一
七
号　

東
京
国
立
博
物
館　

昭
和
五
十
七
年
三
月　

四
七
〜
五
〇
頁
）。

（
5
）　

前
掲
註（
4
）松
原
氏
論
文
。

（
6
）　

野
田
麻
美 

作
品
解
説 

狩
野
常
信
筆
「
吉
野
図
屏
風
」（『
徳
川
の
平
和
─
２
５
０
年
の
美

と
叡
智
─
』　

静
岡
県
立
美
術
館　

平
成
二
十
八
年
九
月　

一
八
五
頁
）。

（
7
）　
『
和
州
吉
野
山
勝
景
図
』
に
は
「
伊
達
天
山（
韋
駄
天
山
か
）」
に
三
つ
の
社
が
描
か
れ
る

が
、
地
理
的
構
図
は
異
な
る
。
ま
た
、
吉
野
山
の
北
に
位
置
す
る
三
輪
山
の
大
神
神
社
と
そ

も
繋
が
る
江
戸
狩
野
派
研
究
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
未
だ
多
く
の

問
題
を
残
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

三
八

の
周
辺
を
描
く
古
地
図
「
三
輪
山
絵
図
」（
奈
良
・
大
神
神
社
蔵
）に
、
朱
塗
の
斎
垣
に
囲
ま

れ
る
三
つ
の
社
と
そ
の
左
方
に
本
堂
が
描
か
れ
る
な
ど
、
社
寺
の
絵
図
や
参
詣
曼
荼
羅
に
は

類
似
の
図
様
が
散
見
さ
れ
る
。
本
屏
風
は
、
名
所
絵
の
た
め
建
造
物
の
図
様
や
地
形
は
実
景

と
多
少
の
ず
れ
は
生
じ
る
だ
ろ
う
が
、
現
状
で
特
定
の
名
所
と
結
び
付
け
る
だ
け
の
根
拠
を

み
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

（
8
）　

武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』（
吉
川
弘
文
館　

平
成
七
年
十
二
月　

一
九
七
〜
二
〇
八
頁
）

の
他
、
宮
島
新
一
『
風
俗
画
の
近
世
』（
至
文
堂　

平
成
十
六
年
一
月　

一
九
頁
）で
も
狩
野

派
と
風
俗
画
に
つ
い
て
、
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）　

武
田
恒
夫
「
狩
野
探
幽
」（『
日
本
美
術
全
集　

第
十
五
巻　

狩
野
探
幽
』　

集
英
社　

昭
和

五
十
三
年
四
月　

一
一
四
頁
）。

（
10
）　

常
信
筆
「
吉
野
龍
田
図
屏
風
」（
岩
手
・
一
関
市
博
物
館
蔵
）の
よ
う
な
自
然
景
物
画
で
は
、

桜
自
体
が
吉
野
を
表
す
図
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
屏
風
は
社
や
堂
が
配
置
さ
れ
た
特
定
の

景
観
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
名
所
絵
と
み
ら
れ
、
こ
の
場
合
、
蔵
王
堂
や
勝
手
神
社
な
ど
、

明
確
に
吉
野
の
地
を
示
す
建
造
物
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
や
、
吉
野
を
連
想
さ
せ
る
地
形
が
必
要

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
11
）　

本
屏
風
左
隻
の
落
款
の
書
風
は
常
信
の
基
準
作
と
比
較
的
類
似
す
る
が
、
や
は
り
印
影
は

不
自
然
で
あ
る
。「
龍
虎
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）な
ど
、
朱
の
付
き
方
に
よ
っ
て
「
山
」

形
の
余
白
が
不
均
等
に
み
え
る
印
影
も
あ
る
が
、
本
屏
風
で
は
極
端
に
不
均
等
で
あ
り
、
ま

た
「
養
」
の
「
艮
」
の
下
部
は
基
準
印
で
は
「
Ｃ
」
の
よ
う
に
右
が
空
く
が
、
本
屏
風
で
は

逆
転
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

（
12
）　

例
え
ば
、「
自
ら
の
繊
細
な
個
性
を
自
覚
し
て
、
穏
や
か
な
画
風
に
落
ち
着
い
た
」（
安
村

敏
信　

解
説
『
狩
野
派
決
定
版
』　

平
凡
社　

平
成
十
六
年
十
月　

八
〇
頁
）や
、「
繊
細
優

美
な
趣
を
生
ん
で
お
り
、
常
信
ら
し
さ
を
し
め
す
」（
山
下
善
也　

作
品
解
説　

狩
野
常
信

「
波
濤
・
花
鳥
図
屏
風
」（『
狩
野
派
の
世
界
─
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
品
図
録
─
』　

静
岡
県
立

美
術
館　

平
成
十
一
年
七
月　

二
二
頁
）な
ど
。

（
13
）　

前
掲
註（
1
）松
嶋
氏
論
文　

二
九
三
頁
。
ま
た
、
松
嶋
雅
人
『
日
本
の
美
術 

第
四
八
九

号 

久
隅
守
景
』（
至
文
堂　

平
成
十
九
年
二
月　

四
〇
〜
四
一
頁
）で
も
探
幽
と
異
な
る
常
信

の
空
間
構
成
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

・
川
本
重
雄 

川
本
桂
子 

三
浦
正
幸
「
賢
聖
障
子
の
研
究（
上
）」（『
國
華
』
第
一
〇
二
八

号　

國
華
社　

昭
和
五
十
四
年
十
一
月　

二
一
・
二
二
頁
）。

・
前
掲
註（
1
）松
嶋
氏
論
文　

二
九
一
頁
。

・
拙
稿
「
鍛
冶
橋
狩
野
家
七
代
目
狩
野
探
信
守
道
に
み
る
江
戸
狩
野
派
と
風
俗
画
」（『
美
術

史
』
第
一
七
三
冊　

美
術
史
學
會　

平
成
二
十
四
年
十
月　

三
四
・
三
五
頁
）。

（
15
）　

河
野
元
昭
「
探
幽
を
中
心
と
す
る
大
徳
寺
玉
林
院
障
壁
画　

上
」（『
美
術
研
究
』
第

二
九
八
号　

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所　

昭
和
五
十
年
三
月　

二
二
頁
）。
ま
た
前
掲
註

（
1
）宗
像
氏
論
文（
二
八
頁
）の
中
で
も
、
常
信
の
玉
林
院
障
壁
画
が
探
幽
様
式
を
忠
実
に
継

承
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

前
掲
註（
1
）松
嶋
氏
論
文
。

（
17
）　

前
掲
註（
1
）松
嶋
氏
論
文
。
常
信
様
式
の
性
質
に
は
幕
府
の
政
策
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

し
、具
体
的
に
は
幕
府
が
朝
廷
と
の
協
調
融
和
政
策
へ
進
ん
だ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、

常
信
様
式
と
朝
廷
、
公
家
と
の
関
わ
り
は
他
に
も
、
常
信
画
が
朝
廷
や
女
性
へ
の
贈
答
に
好

ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
『
徳
川
実
紀
』
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る（
中
部
義
隆
「
江
戸
時
代

前
期
に
お
け
る
江
戸
狩
野
派
」『
江
戸
の
狩
野
派
─
武
家
の
典
雅
─
』　

大
和
文
華
館　

平
成

十
九
年
九
月　

七
三
頁
）。

（
18
）　

前
掲
註（
1
）宗
像
氏
論
文
。

（
19
）　

安
村
敏
信 

作
品
解
説 

狩
野
常
信
筆
「
布
袋
・
雉
・
鶏
図
」（『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
3　

大
英
博
物
館
Ⅲ
』　

講
談
社　

平
成
五
年
二
月　

二
〇
八
頁
）。

（
20
）　

前
掲
註（
1
）安
部
氏
論
文　

七
九
頁
。

（
21
）　

拙
稿
「
狩
野
探
幽
と
常
信
の
富
士
図
に
み
る
型
の
継
承
と
変
奏
」（『
聚
美
』V

O
L.

29　

聚

美
社　

平
成
三
十
年
十
月
）で
、
三
の
丸
本
と
探
幽
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術

館
本
を
比
較
し
た
。

（
22
）　

安
村
敏
信
『
も
っ
と
知
り
た
い
江
戸
狩
野
派
─
探
幽
と
江
戸
狩
野
派
』　

東
京
美
術　

平

成
十
八
年
十
二
月
二
十
日　

五
三
頁
。
ま
た
、
承
応
三
年
六
月
の
探
幽
・
安
信
・
常
信
筆

「
紅
葉
山
鎮
座
稲
荷
額
」（
東
京
・
德
川
記
念
財
団
蔵
）に
は
「
藤
原
常
信
」（
印
文
不
明
）と
あ

る
。

（
23
）　
「
御
本
丸
御
坐
敷
絵
様
覚
」
は
転
写
さ
れ
た
中
で
誤
記
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、『
東
洋
美
術
大
観
』
所
収
の
『
御
本
丸
御
座
敷
幷
御
廊
下
絵
様
之
次
第
』
で

も
常
信
を
「
右
近
」
と
し
て
い
る（
松
木
寛
「
資
料
紹
介
「
御
本
丸
御
坐
敷
御
廊
下
絵
様
之



狩
野
常
信
様
式
の
成
立
に
つ
い
て

三
九

覚
」（
仙
台
市
博
物
館
蔵
）」『
東
京
都
美
術
館
紀
要
』
№
10　

東
京
都
美
術
館　

昭
和
六
十
一

年
七
月
）。

（
24
）　

拙
稿 
作
品
解
説 

狩
野
常
信
筆
「
秋
景
富
士
三
保
松
原
図
」（『
シ
リ
ー
ズ
江
戸
文
化
の
な

か
の
富
士
山
1　

富
士
山
絵
画
の
正
統
─
19
世
紀
狩
野
派
の
旗
手 

伊
川
院
栄
信
と
晴
川
院

養
信
─
』　

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー　

平
成
三
十
年
九
月　

二
〇
・
二
一
頁
）。

（
25
）　

成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
野
田
麻
美
「
江
戸
狩
野
派
の
〈
倣
古
図
〉
を
め
ぐ
る
一
考
察

─
狩
野
探
幽
筆
「
学
古
帖
」
を
中
心
に
」（『
徳
川
の
平
和　

─
２
５
０
年
の
美
と
叡
智
─
』

（
静
岡
県
立
美
術
館　

平
成
二
十
八
年
九
月　

一
七
四
頁
）に
詳
し
い
。
ま
た
、
天
和
二
年

（
一
六
八
二
）頃
の
作
と
指
摘
さ
れ
る
安
信
・
益
信
・
常
信
・
探
信
・
探
雪
合
筆
「
名
画
集
」

（
個
人
蔵
）も
あ
る
が
、
筆
者
は
全
図
の
落
款
を
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
言
及

し
な
い
。

（
26
）　
「
巾
」
を
丸
く
書
く
書
風
は
、「
梅
鶯
図
」
や
「
梅
尾
長
鳥
柳
黄
鳥
図
」（
共
に
東
京
・
大
倉

集
古
館
蔵
）な
ど
に
み
ら
れ
る
。
Ⅲ
の
落
款
に
捺
さ
れ
た
「
養
朴
」（
朱
文
方
印
）は
、
い
ず
れ

も
右
の
外
郭
の
線
が
二
、
三
箇
所
欠
け
て
い
る
が
、
こ
の
書
風
で
捺
さ
れ
た
「
養
朴
」（
朱
文

方
印
）は
右
の
外
郭
が
か
ろ
う
じ
て
繋
が
っ
て
い
る
印
が
あ
る
た
め
、
Ⅲ
が
主
流
と
な
る
以

前
の
書
風
と
考
え
ら
れ
る
。

（
27
）　

こ
れ
ら
の
作
例
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。

・
田
島
達
也
「
作
品
紹
介　

光
明
寺
蔵　

旧
内
裏
障
壁
画
」（『
美
術
史
』
第
百
三
十
二
冊　

美
術
史
學
會　

平
成
四
年
四
月
）。

・
磯
博
「
滋
賀
県
錦
織
寺
大
広
間
の
襖
絵
」（『
古
美
術
』
第
七
十
七
号　

三
彩
新
社　

昭
和

六
十
一
年
一
月
）。

（
28
）　

河
野
元
昭
『
日
本
の
美
術　

第
一
九
四
号　

狩
野
探
幽
』　

至
文
堂　

昭
和
五
十
七
年
七

月
。

（
29
）　

安
村
敏
信
「
江
戸
狩
野
派
略
説
」（『
臨
春
閣
と
江
戸
狩
野
』　

三
渓
園
保
勝
会　

平
成
四
年

二
月
）。

（
30
）　

例
え
ば
、
中
部
義
隆
氏
は
常
信
が
探
幽
作
品
を
細
か
い
筆
触
を
も
っ
て
分
析
し
、
よ
り
精

緻
に
描
い
た
と
指
摘
さ
れ
る（
前
掲
註（
17
）中
部
氏
論
文　

七
三
頁
）。
ま
た
、
中
谷
伸
生
氏

は
常
信
が
探
幽
風
を
定
着
さ
せ
、
そ
の
展
開
を
実
質
的
に
支
え
た
こ
と
、
ま
た
探
幽
に
倣
っ

た
広
義
の
や
ま
と
絵
風
の
優
美
で
や
わ
ら
か
い
線
描
を
得
意
と
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る

（
前
掲
註（
1
）中
谷
氏
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
論
文　

一
〇
五
頁
）。

（
31
）　

藤
岡
通
夫
『
京
都
御
所
』　

中
央
公
論
美
術
出
版　

昭
和
六
十
二
年
十
月
。

（
32
）　

奥
平
俊
六
「
狩
野
探
幽
筆　

春
日
若
宮
御
祭
図
屏
風
」（『
國
華
』
一
一
一
一
号　

國
華
社

　

昭
和
六
十
三
年
三
月
）。

『
お
ん
祭
と
春
日
信
仰
の
美
術
』　

仏
教
美
術
協
会　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
。

（
33
）　

拙
稿
「
狩
野
典
信
に
み
る
江
戸
狩
野
派
の
探
幽
学
習
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
四
十
四
輯　

徳

川
黎
明
会　

平
成
二
十
九
年
三
月　

六
十
九
・
七
十
頁
）。

（
34
）　

前
掲
註（
22
）安
村
氏
前
掲
書
。

【
付
記
】　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
作
品
調
査
お
よ
び
資
料
・
画
像
提
供
、
掲
載
に
つ
き
ま
し
て

は
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
・
郡
山
史
跡 

柳
沢
文
庫
保
存
会
・
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博

物
館
・
三
溪
園
保
勝
会
・
千
葉
市
美
術
館
・
德
川
記
念
財
団
・
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
・
福
井

県
立
美
術
館
・
個
人
の
御
所
蔵
家
よ
り
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深

謝
い
た
し
ま
す
。 

（
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
）



金　

鯱　

叢　

書　
第
四
十
六
輯
　〔
年
一
回
刊
行
〕

─
史
学
美
術
史
論
文
集
─

平
成
三
十
一
年
三
月
　

三
十
　

日
　
編
集

平
成
三
十
一
年
三
月
　

三
十
　

日
　
印
刷
・
発
行

竹
　
　
内
　
　
　
　
　
誠

徳
　
　
川
　
　
義
　
　
崇

編
集
者

発
行
者

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

公
益
財
団
法
人
　

徳
川
黎
明
会

電
話
（
3950
）
〇
一
一
一
番
（
代
）

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

徳
川
林
政
史
研
究
所

電
話
（
3950
）
〇
一
一
七
番
（
代
）

〒
461
─

0023
　
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
一
〇
一
七

徳

川

美

術

館

電
話
（
935
）
六
二
六
二
番
（
代
）

印
刷
所

〒
600
─

8805
　
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

株
式
会
社
　
図
書

印
刷　

同
朋
舎

電
話
（
361
）
九
一
二
一
番
（
代
）
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